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家
族
の
見
守
り
と
早
期

発
見
が
大
切

　

認
知
症
は
脳
に
起
き
た
何
ら
か
の

障
害
に
よ
り
い
っ
た
ん
獲
得
さ
れ
た

機
能
が
低
下
し
、
日
常
生
活
を
送
る

こ
と
が
困
難
に
な
る
病
気
で
す
。
認

知
症
に
な
っ
た
人
に
は
自
覚
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
家
族
間
で

気
遣
い
注
意
し
て
い
れ
ば
早
期
の
段

階
で
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家

族
の
中
で
「
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ

て
き
た
か
な
」
と
気
に
な
る
人
が
い

た
ら
、
病
院
の
「
も
の
忘
れ
外
来
」

な
ど
を
一
緒
に
訪
ね
て
診
断
を
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
の
忘
れ
の
原
因
が
加
齢
に
よ
る

も
の
か
認
知
症
に
よ
る
も
の
か
、
早

期
に
見
極
め
て
対
処
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

　

認
知
症
で
も
加
齢
に
よ
る
健
け
ん
ぼ
う忘
症

な
ら
ひ
と
安
心
で
す
が
、
進
行
性
と

診
断
さ
れ
た
場
合
は
そ
れ
以
上
進
行

し
な
い
よ
う
に
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

認
知
症
の
特
徴

●
家
族
や
友
人
な
ど
身
近
な
人
の
名

が
思
い
出
せ
な
い

●
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
会
話
を
し

た
と
い
う
体
験
の
記
憶
が
な
い

●
も
の
忘
れ
を
し
た
と
い
う
自
覚
が

な
い

●
置
き
忘
れ
た
も
の
を
探
し
出
す
意

思
が
な
い

白井市はグラウンド・ゴルフ（デモスポ）開催地です

　

認
知
症
の
予
防
に
は
食
事
や
適
度
な
運
動
な
ど
常
時
健
康
に
気
を
つ
け
、
生
活
習
慣
を
整
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
7
月
に
は
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　（仮称）第一地区コミュニティセンター建
設工事に伴い、旧中央公民館本館・別館倉庫・
旧国保診療所の解体工事を行います。
　工事期間中は近隣への騒音や振動などに配
慮するほか、交通整理員を配置し、通行者や
通行車両の安全対策を行いますのでご理解と
ご協力をお願いします。
　建設工事については詳細が決まり次第お知
らせします。
期間　6月下旬～ 8月下旬（予定）
時間　午前8時30分～午後5時
■問　市民参加推進課市民参加推進班　内線
3152

旧中央公民館本館・別館倉庫・旧中央公民館本館・別館倉庫・
旧国保診療所旧国保診療所をを解体解体

認知症予防講演会認知症予防講演会～認知症に強い脳をつくろう～～認知症に強い脳をつくろう～

　認知症の知識と予防法についての講演です。
　受講後には受講者を対象とした「脳の健康ぐっとアップ講座」がありますが、まずはこの講演
会を受講し、認知症の予防法を学びましょう。
日時・場所　7月3日㈯　午後1時30分～ 3時・冨士センター、7月24日㈯　午前10時～ 11時30分・
西白井複合センター 
対象　市内在住・在勤　各日50人（申し込み順）
講師　NPO認知症予防サポートセンター　釘宮紀子副理事長
■申・■問　高齢者福祉課高齢者支援班☎（497）3484・ ℻  （492）3033・  kourei-shien@city.
shiroi.chiba.jpへ　

脳の健康ぐっとアップ講座脳の健康ぐっとアップ講座
　認知症予防講演会で得た知識を基に、認知症の予防に効果的な有酸素運動（ウオーキング）
の習慣化と知的活動（パソコンでミニコミ誌づくり）で脳の機能を鍛える方法を4カ月間で
学びます。
日程や申し込みに関する詳細は認知症予防講演会でお知らせします。
日程　9月から12月までの毎週1日
場所　冨士栄区会館、てのひら館（清水口小学校学童跡地）
対象　認知症予防講演会を受講した65歳以上　各コース8人（応募者多数の場合は抽選）

脳の健康脳の健康ぐっとアップサポーターぐっとアップサポーター養成講座養成講座
　「脳の健康ぐっとアップ講座」でサポーターとして協力していただく人を養成する講座です。
日時　8月5日㈭・10日㈫（全2回）午前10時～午後4時
場所　保健福祉センター　
対象　認知症予防講演会に参加した60歳未満で養成講座に2日間出席できる人　6人（応募
者多数の場合は抽選）
■問　高齢者福祉課高齢者支援班☎（497）3484

在宅介護支援センター
施設名 電話番号

冨士在宅介護支援センター
（船橋ケアセンター内） ☎ (449)7005

在宅介護支援センター菊華園
（特別養護老人ホーム菊華園内） ☎ (492)8113

中在宅介護支援センター
（ケアホーム白井内） ☎ (492)8006

白井聖仁会在宅介護支援センター ☎ (491)3122

認
知
症

認
知
症
はは
早
期
発
見

早
期
発
見
・・　　

　　
　　
　　
　　
　　
　　

早
期
早
期
治
療
治
療

  おしゃべりしながらおしゃべりしながら布布ぞうりぞうり作り作りはは楽しい楽しい（（高齢者高齢者クラブクラブ女性女性部部））

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
予
防
方
法

の
確
認
を
し
、
生
活
習
慣
の
見
直
し

を
し
て
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大

切
と
な
り
ま
す
。

相
談
す
る
こ
と
が
大
事

　

認
知
症
だ
け
で
な
く
、
介
護
全
般

や
高
齢
者
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人

は
市
内
に
4
カ
所
あ
る
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
（
左
下
表
参
照
）
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

《
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
》

　

在
宅
で
の
介
護
や
高
齢
者
の
保

健
・
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
受
け
た

り
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
代

行
や
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
、

高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
の
実
態
調
査
訪

問
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

《
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
》　

　

介
護
認
定
結
果
の
要
支
援
1
・
2

と
認
定
さ
れ
た
人
の
個
々
に
応
じ
た

支
援
計
画
を
作
成
し
、
自
立
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
の
紹
介
、
虐
待
の

発
見
や
支
援
、
消
費
者
被
害
な
ど
に

も
対
応
し
ま
す
。
連
携
を
取
り
な
が

ら
支
援
を
行
う
の
で
、
家
族
や
個
人

で
悩
ま
ず
相
談
し
て
行
動
を
起
こ
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高

齢
者
福
祉
課
内
）
☎
（
4
9
7
）
3

4
7
4

●
「
物
を
盗
ま
れ
た
」
と
思
う
こ
と

が
頻
発
す
る

●
「
い
つ
、
ど
こ
、
だ
れ
」
が
わ
か

ら
な
く
な
る

●
問
題
行
動
や
見
当
識
障
害
（
年
月

や
時
刻
、
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か

な
ど
わ
か
ら
な
く
な
る
）
が
起
こ
り
、

日
常
生
活
に
支
障
が
で
る

●
人
柄
や
人
格
が
変
化
し
て
し
ま
う

日
常
生
活
で
の
認
知
症

の
初
期
症
状

　

認
知
症
の
初
期
の
症
状
は
生
活
の

中
で
ど
ん
な
こ
と
が
現
れ
て
く
る
の

で
し
ょ
う
。

●
表
情
が
う
つ
ろ
で
動
作
の
緩か

ん
ま
ん慢
が

目
立
つ

●
日
付
が
わ
か
ら
な
く
な
る

●
身
だ
し
な
み
に
無
頓
着
に
な
り
、

季
節
ご
と
の
衣
服
が
選
べ
な
く
な
る

●
風
呂
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
消
し

忘
れ
が
多
発
す
る

●
料
理
の
味
付
け
が
変
に
な
る

●
薬
の
量
や
回
数
が
わ
か
ら
な
く
な

る●
昨
日
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う

●
簡
単
な
計
算
が
で
き
な
く
な
る

●
物
を
し
ま
っ
た
場
所
を
忘
れ
て
し

ま
う

　

こ
の
よ
う
な
症
状
を
軽
く
み
な
い

で
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
症
状
に
は
「
年
齢
相

応
の
も
の
忘
れ
」
と
診
断
さ
れ
る
場



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　市では北総線の運賃値下げについて、県・沿線市・
鉄道事業者と合意を交わし、その実施に向けて事務を
進めています。
■問　企画政策課企画政策班　内線3352・3

北総線運賃値下げは北総線運賃値下げは
みんなの願いみんなの願い

～皆さんからの疑問・質問に答えます②～～皆さんからの疑問・質問に答えます②～

北総線北総線

　

市
は
平
成
17
年
度
か
ら
北
総
線
の

通
学
定
期
券
に
つ
い
て
補
助
を
行
い
、

市
民
の
負
担
を
減
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
合
意
は
北
総
鉄
道
㈱
が
そ

の
通
学
定
期
券
補
助
と
同
等
の
通
学

定
期
券
25
㌫
値
下
げ
を
年
齢
制
限
を

な
く
す
形
で
運
賃
の
届
け
出
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
値
下
げ
に
は
県
・
沿
線
6
市

で
年
3
億
円
（
白
井
市
の
負
担
分
は

3
、
4
5
0
万
円
）、
鉄
道
事
業
者

で
年
3
億
円
の
合
計
6
億
円
を
5
年

間
出
し
合
い
、
値
下
げ
分
を
支
出

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
3

月
に
行
わ
れ
た
市
議
会
第
1
回
定
例

会
で
「
北
総
鉄
道
運
賃
値
下
げ
支
援

補
助
金
」
が
削
除
さ
れ
た
修
正
予
算

が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
現
在
、

白
井
市
だ
け
そ
の
予
算
が
担
保
さ
れ

て
お
ら
ず
、
合
意
が
破
棄
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
一

度
値
下
げ
さ
れ
ま
す
が
、
元
の
運
賃

に
戻
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
要
望

皆
さ
ん
か
ら
の
要
望

　

皆
さ
ん
か
ら
「
市
か
ら
の
情
報
が

足
り
な
い
」「
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が

あ
り
、
本
当
の
こ
と
が
分
か
ら
な

い
」
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
広
報
し
ろ
い

で
の
情
報
提
供
、
自
治
会
長
を
経
由

し
て
の
情
報
提
供
の
ほ
か
、
5
月
に

3
回
行
っ
た
住
民
説
明
会
や
ミ
ニ
懇

談
会
な
ど
で
情
報
の
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
中
で
合
意
に
対
す

る
賛
成
・
反
対
の
意
見
が
多
数
寄
せ

ら
れ
た
た
め
、
説
明
会
で
の
質
疑
・

応
答
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

行政が民間企業に
補助してもいいのか

Q　民間企業に対する補助金支出について法律的な解釈は
どうなのか。
A　鉄道事業者に対する補助金支出は他県でも実例があり、
問題ないものと考えています。

5㌫では満足できない
Q　5㌫の値下げでは満足できない。京成電鉄㈱なみの運賃
にならないのか。
A　市でも普通運賃5㌫の値下げで満足してはいませんが、
通学定期券25㌫値下げ（年齢制限なし）があることが今回
の合意の大きな要因となっています。
　今後も沿線自治体・県と共にさらなる値下げに取り組み
ます。

北総鉄道㈱が赤字のままだと
どうなるのか

Q　北総鉄道㈱が赤字の場合、自治体が永久に補助金を出
すことになるのではないか。
A　現時点で補助金の支出は5年間となっており、その後は
未定です。北総鉄道㈱の債務については、解消に向け自治
体として意見を述べていきたいと考えています。

線路使用料に
問題があるのではないか

Q　線路使用料は京成電鉄㈱が決め、北総鉄道㈱は言いな
りなのではないか。
A　線路使用料は国の認可事項であり、鉄道事業法に基づ
きすでに線路使用料が認可されています。

7月17日㈯から値下げになるのか
Q　「補助金を出さないと値下げされない」との話と「7月から値下げさ
れる」との話がありますが、どちらが本当なのか。
A　7月17日の成田新高速鉄道の開通時は、届け出に基づき一時値下げに
なることが予想されます。しかし鉄道会社は合意に基づき県・沿線自治
体が補助金を支出することを前提に値下げの届け出をしているため、元
の運賃（現在の運賃）に戻る可能性があります。

市議会はなぜ反対したのか
Q　市議会で予算案が修正された経緯は。なぜ合意に反対したのか。
A　市議会の意見は「合意により値下げへの道をふさぐ」「公金支出は適当ではない」「京成電
鉄㈱が北総鉄道㈱に支払う線路使用料は妥当な金額ではない」「5㌫の値下げでは低い」という
ものでした。
　「合意により値下げへの道をふさぐ」は、市では逆にとらえています。合意によりさらなる
値下げの第一歩として利用促進協議会を設置するなど、これからさまざまな仕組みができると
考えています。
　「公金支出は適当ではない」は、法的にも問題ありません。北総鉄道㈱は債務超過の状態に
あり資本を上回る累積債務を抱え、倒産してもおかしくない状況にあります。ほかの事例と同
様に公共交通に対し、自治体が支援するものです。
　「京成が北総に支払う線路使用料は妥当な金額ではない」は、鉄道事業法に基づき線路使用
料が認可されているため、問題がないとされています。
　「5㌫の値下げでは低い」は、市でも普通運賃5㌫の値下げで満足してはいませんが、通学定
期券25㌫値下げがあることが合意の大きな要因となっています。

なぜ、この時期に説明会なのか
Q　予算を市議会に提案する前であれば説明会は問題ないと思うが、す
でに議会の意思が出ている状況で、議会の意思に対する意見をこのよう
な形で唱えるのはいかがなものか。
A　議会の意思に従うべきと言われますが、市長として再提案をする権
利が認められています。
　説明会の開催は皆さんの日常生活に非常に大きな影響があるため、本
質について丁寧にお知らせしているものです。

市長から市長から
　市では現在開催されている市議会
定例会に「北総鉄道運賃値下げ支援
補助金」に関する補正予算を提出し
ています。
　値下げについては満足のいくもの
とは考えていませんが、現在この合
意は値下げの唯一の方法であり、今
後につなげる第一歩と考えています。
合意に基づく利用促進協議会で、県
や沿線市とともに、今後の北総線運
賃問題を見据えていきます。
　このためにも、市では補正予算を
可決していただき、皆さんに報告で
きるよう努めたいと考えています。
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
結
果

　

男
女
共
同
参
画
に
関
連
す
る
住
民
意
識
調
査
を
平
成
21
年
8
月
か
ら
9
月
に
か
け

て
実
施
し
、
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い　

あ
な
た
が
理
想
と
す
る
男
女

の
役
割
分
担
は
。
現
在
の
ご
家
庭
の

状
況
は
。

分
析　
〔
理
想
〕　

前
回
調
査
（
平
成

15
年
実
施
）
の
結
果
と
比
較
す
る
と
、

男
女
と
も
「
男
女
平
等
型
」「
性
別

役
割
分
担
型
」
が
増
加
し
「
状
況
対

応
型
」
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

〔
現
実
〕　
「
男
性
が
働
き
、
女
性
が

家
事
全
般
を
す
る
」
が
減
少
し
「
男

性
が
主
と
し
て
働
き
女
性
は
パ
ー
ト
、

家
事
全
般
は
女
性
が
す
る
」「
共
に

働
き
、
家
事
全
般
も
男
性
女
性
が
共

に
す
る
」
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

男女の役割分担の理想と現実

生活の中での優先度、理想と現実

6月23日～ 30日は
男女共同参画週間です

話 そ う、　　話 そ う、　　
　 働 こ う、　　 働 こ う、　
　　 育 て よ う。　　 育 て よ う。
いっしょにいっしょに

　今回の意識調査は住民基本台
帳から無作為抽出により、18歳
以上の男女2,000人を対象に実
施しました。有効回収は990票
で全体の49.5㌫でした。
　主な概要は次のとおりです。

問
い　
「
理
想
」
と
し
て
の
優
先
度

と
「
現
実
」
の
優
先
度
に
つ
い
て
。

分
析　
〔
理
想
〕　

性
・
共
働
き
別
で

み
る
と
女
性
の
場
合
、
共
働
き
の
人
・

夫
だ
け
働
い
て
い
る
人
と
も
「
仕
事
・

家
事
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
両
立
」
が
、

そ
れ
ぞ
れ
65
・
4
㌫
・
61
・
5
㌫
と

6
割
を
超
え
て
お
り
、
男
性
の
場
合

も
共
働
き
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か

わ
ら
ず
「
仕
事
・
家
事
・
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
を
両
立
」
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
現
実
〕　

全
体
で
は「
仕
事
優
先
」

が
36
・
4
㌫
で
最
も
多
く
、
こ
れ
に

「
仕
事
と
家
事
優
先
」
が
20
・
2
㌫

で
続
い
て
い
ま
す
。

　

性
別
で
み
る
と
女
性
で
は
「
仕
事

問
い　

収
入
の
得
ら
れ
る
労
働
を
し

て
い
な
い
、
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い

人
に
「
今
後
仕
事
を
し
た
い
と
思
う

か
」
を
伺
い
ま
し
た
。

分
析　
「
常
勤
で
働
き
た
い
」
は
11
・

4
㌫
で
、
こ
れ
に
「
パ
ー
ト
で
働
き

た
い
」（
21
・
9
㌫
）「
自
分
で
事
業

を
は
じ
め
た
い
」（
3
・
6
㌫
）「
家

の
仕
事
（
家
業
）
を
手
伝
い
た
い
」

（
4
・
5
㌫
）
を
合
わ
せ
た
「
就
労

意
向
」
は
41
・
4
㌫
で
し
た
。「
し

た
い
が
で
き
な
い
と
思
う
」
は
30
・

5
㌫
「
働
き
た
い
と
思
わ
な
い
」
は

24
・
6
㌫
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

女
性
に
お
け
る
収
入
を
得
ら
れ
る

労
働
状
況
（
就
労
率
）
と
就
労
意
向

を
加
え
た
潜
在
就
労
率
を
比
較
す
る

と
、
30
代
で
は
就
労
率
57
・
4
㌫
に

対
し
て
、
潜
在
就
労
率
は
88
・
9
㌫

で
、
働
き
た
く
て
も
思
う
よ
う
に
働

け
な
い
現
状
が
見
て
と
れ
ま
す
。

　

し
か
し
前
回
調
査
時
と
比
較
を
す

る
と
、
就
労
率
は
50
代
を
除
き
上
昇

し
て
い
ま
す
。

優
先
」（
22
・
6
㌫
）「
家
事
優
先
」

（
23
・
5
㌫
）「
仕
事
と
家
事
優
先
」

（
25
・
3
㌫
）
に
3
分
し
て
お
り
、

男
性
で
は
「
仕
事
優
先
」（
55
・
9
㌫
）

に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　
「
理
想
」
と
「
現
実
」
を
比
べ
る

と
、
女
性
は
理
想
で
「
仕
事
・
家
事
・

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
両
立
」
が
58
・
2

㌫
を
占
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
実
に
は
6
・
8
㌫
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。
男
性
で
も
45
・
8
㌫
が
理
想

は
「
仕
事
・
家
事
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

を
両
立
」
と
考
え
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
理
想
が
実
現
で
き
て
い
る
人
は

4
・
2
㌫
と
極
め
て
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

男
女
の
役
割
分
担
の
理
想
と
現
実

男
女
の
役
割
分
担
の
理
想
と
現
実

今
後
の
就
労
意
向

今
後
の
就
労
意
向

生
活
の
中
で
の
優
先
度
、
理
想
と
現
実

問
い　

男
女
は
対
等
な
立
場
に
あ
る

と
思
い
ま
す
か
。

分
析　
「
対
等
に
な
っ
て
い
る
」
と

の
評
価
が
最
も
高
い
の
は
「
学
校
教

育
」の
81
・
3
㌫
で
、こ
れ
に「
法
律
」

が
50
・
6
㌫
で
続
い
て
い
ま
す
。「
男

性
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
」
と

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
が
優
遇

さ
れ
て
い
る
」
を
合
わ
せ
た
『
男
性

優
遇
評
価
』は「
社
会
通
念
や
風
習
」

（
76
・
3
㌫
）「
職
場
」（
73
・
7
㌫
）「
政

治
や
政
策
決
定
の
場
」（
66
・
7
㌫
）

の
3
項
目
が
高
く
「
女
性
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る
」
と
「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い

る
」を
合
わ
せ
た『
女
性
優
遇
評
価
』

は
、
最
も
高
い
「
家
庭
生
活
」
で
も

15
・
1
㌫
と
、
各
分
野
に
わ
た
っ
て

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と

市
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と

問
い　

男
女
の
共
同
参
画
を
進
め
る

た
め
、
こ
れ
か
ら
市
が
特
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
何
だ
と

思
い
ま
す
か
。
3
つ
ま
で
選
ん
で
く

だ
さ
い
。

分
析　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
行
政
に
要
望
す
る
こ
と

と
し
て
は「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
さ
せ
る
」
が
40
・
1
㌫
で
最
も

多
く
「
保
育
所
や
学
童
保
育
な
ど
、

地
域
の
子
育
て
環
境
を
整
え
る
」

（
35
・
8
㌫
）「
学
校
で
の
男
女
平

等
教
育
を
進
め
る
」（
22
・
1
㌫
）「
す

べ
て
の
施
策
に
男
女
共
同
参
画
の
視

点
を
取
り
入
れ
る
」（
20
・
0
㌫
）「
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
学
習
講
座

を
開
く
な
ど
社
会
教
育
を
充
実
さ
せ

る
」（
18
・
2
㌫
）
の
順
で
続
い
て

い
ま
す
。

　

性
別
で
み
る
と
、女
性
で
は「
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
」

が
43
・
7
㌫
と
男
性
（
35
・
5
㌫
）

を
上
回
っ
て
い
る
ほ
か
「
保
育
所
や

学
童
保
育
な
ど
、
地
域
の
子
育
て
環

境
を
整
え
る
」（
38
・
7
㌫
）
が
多
く
、

男
性
で
は
「
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
の
学
習
講
座
を
開
く
な
ど
社
会
教

育
を
充
実
さ
せ
る
」
が
21
・
3
㌫
と

女
性
（
16
・
0
㌫
）
を
や
や
上
回
っ

て
い
ま
す
。

問　

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

分
野
別
男
女
平
等
観

分
野
別
男
女
平
等
観

分野別男女平等観

今後の就労意向

2010.6.153



生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
　

〜
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
対
象
の
特
定
健
診
〜

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
　

〜
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
対
象
の
特
定
健
診
〜

　

市
国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
被
保
険
者
で
40
歳
以
上
を
対
象
に
特
定
健
診
（
特
定
健
康

診
査
）
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
健
診
は
生
活
習
慣
病
対
策
を
主
な
目
的
と
し
た
健
診
で
す
。

表1　特定健診日程・場所　　　
日　　程 場　所

7月27日㈫・28日㈬・29日㈭、31日㈯、8月2日㈪・
4日㈬、9日㈪、10月6日㈬・7日㈭・23日㈯・
25日㈪

保健福祉センター

7月9日㈮、10月13日㈬ 公民センター
7月22日㈭・23日㈮、10月20日㈬・21日㈭ 冨士センター
7月13日㈫、10月14日㈭ 桜台センター
7月14日㈬・15日㈭・16日㈮・17日㈯・20日㈫・
21日㈬、10月15日㈮・16日㈯・19日㈫

西白井複合セン
ター

表２　特定健診費用負担の免除
対　象 特定健診時の持ち物

①市民税非課税世帯
に属する人 国保被保険者証、問診票、無料券

②市医療費受給者証
を有する人 国保被保険者証、問診票、受給者証

③70歳以上の人 国保被保険者証、問診票

※①の人は事前に保険年金課へ申請が必要です。受診予定日の2週間
前までに印鑑と国民健康保険被保険者証を持参してください。

　心身の衰えのサインを早めに発見し
対応するため、市国民健康保険特定健
診と同時に生活機能評価を実施します。
対象者には今月末に生活機能評価票を
送付します。届かない場合はお問い合
わせください。
対象　65歳以上（要支援・要介護認定
者を除く）
■問　地域包括支援センター（高齢者福
祉内）☎（497）3474、高齢者福祉課高
齢者支援班☎（497）3484

特 定 健 診特 定 健 診 とと 同 時 に同 時 に
生活機能評価生活機能評価をを実施実施

　

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
進

行
す
る
と
重
篤
な
症
状
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
年
1
回
の
健
診
を
受
診
し
、

自
分
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
客
観
的

に
把
握
し
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
役

立
て
ま
し
ょ
う
。

　

受
診
結
果
を
基
に
市
の
管
理
栄
養

士
・
保
健
師
が
生
活
習
慣
改
善
の
支

援
（
特
定
保
健
指
導
）
を
し
ま
す
。

日
程
・
場
所　

左
表
1
の
と
お
り

対
象　

40
歳
以
上
（
平
成
23
年
3
月

31
日
現
在
）
の
市
国
保
被
保
険
者

※
対
象
者
へ
は
今
月
末
に
問
診
票
な

ど
の
関
係
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
4
月
か
ら
10
月
ま
で
に

転
入
し
た
り
、
ほ
か
の
健
康
保
険
か

ら
切
り
替
え
た
受
診
希
望
者
は
保
険

年
金
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

市
国
保
以
外
の
健
康
保
険
の
加
入

者
を
対
象
と
し
た
特
定
健
診
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
加
入
す
る
医
療
保
険
者
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

健
診
項
目

◆
基
本
項
目　

質
問
票
（
服
薬
歴
、

喫
煙
歴
な
ど
）    

、
身
体
測
定
（
身
長
・

体
重
・
B
M
I
・
腹
囲
）    

、
身
体
診

察
、
血
圧
測
定
、
血
液
（
肝
機
能
・

血
糖
・
脂
質
）
検
査
、
尿
検
査

◆
詳
細
項
目
（
一
定
の
基
準
で
医
師

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
実
施
）

心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査
、
貧
血
検

査持
ち
物　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
、
受
診
券
を
兼
ね
た
問
診
票
自
己

負
担
額　

1
、
0
0
0
円

※
左
上
表
2
に
該
当
す
る
人
は
免
除

さ
れ
ま
す
。

脳
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部

を
助
成

　

市
で
は
特
定
健
診
の
ほ
か
、
40
歳

以
上
の
国
保
加
入
者
を
対
象
に
脳

ド
ッ
ク
受
検
者
に
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
受
検
前

に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

助
成
費
用
な
ど
の
詳
細
は
保
険
年

金
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

保
険
年
金
課
保
険
年
金
班

内
線
3
1
7
5
、
健
康
課
保
健
予
防

班
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

春 の 叙 勲春 の 叙 勲
　叙勲は国や公共に対し功労のあった人、社
会の各分野において優れた行いのあった人な
どに授与されるものです。
　市内では次の皆さんが受章されました。
　
　瑞宝双光章
　中一信雄さん
　（元海上自衛隊3等海佐・池の上在住）

　瑞宝単光章
　千葉　諒さん
　（元郵政事務官・池の上在住）

Q　

携
帯
電
話
に
「
1
日
で
で
き
る

高
額
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
」
の
メ
ー

ル
が
届
い
た
。
仕
事
の
当
日
、
現
れ

た
男
性
と
携
帯
電
話
販
売
店
に
行
き
、

指
示
ど
お
り
に
自
分
の
名
義
で
携
帯

電
話
を
3
台
契
約
し
た
。
報
酬
を
も

ら
い
、
契
約
書
類
と
電
話
機
3
台
を

そ
の
男
性
に
渡
し
た
。
料
金
は
男
性

の
会
社
が
支
払
う
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
後
日
携
帯
電
話
会
社
か
ら
電

話
機
の
代
金
や
通
話
料
な
ど
併
せ
て

35
万
円
の
請
求
書
が
届
い
た
。

　

男
性
と
は
連
絡
が
取
れ
な
い
。
だ

ま
さ
れ
た
の
で
、
支
払
い
た
く
な
い
。

　
　
　
　
　
　

       

（
20
代
・
女
性
）

A　

自
分
名
義
で
契
約
し
た
携
帯
電

話
を
他
人
に
渡
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

被
害
が
広
が
ら
な
い
よ
う
す
ぐ
に
携

帯
電
話
会
社
に
連
絡
し
て
利
用
停
止

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
軽

な
ア
ル
バ
イ
ト
の
つ
も
り
で
も
、
名

義
人
は
契
約
者
で
す
。
携
帯
電
話
会

社
は
契
約
者
に
料
金
を
請
求
し
ま
す

か
ら
、
相
手
と
連
絡
が
取
れ
な
け
れ

ば
契
約
者
が
支
払
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
そ
の
上
で
相
手
に
支
払
い
を
求

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
探
し
出

す
の
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　

解
約
す
る
場
合
で
も
、
一
定
期
間

継
続
利
用
す
る
こ
と
を
条
件
に
割
り

引
き
プ
ラ
ン
を
選
ん
で
い
る
と
解
約

金
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

電
話
機
の
代
金
を
分
割
払
い
に
し
て

い
る
場
合
は
、
未
払
金
を
支
払
わ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
何
も
し
な
い

で
い
る
と
携
帯
電
話
会
社
か
ら
強
制

的
に
解
約
さ
れ
ま
す
が
「
不
払
者
」

と
し
て
登
録
さ
れ
、
日
常
自
分
が
使

う
携
帯
電
話
が
使
え
な
く
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。　
　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
を
通

じ
て
高
額
ア
ル
バ
イ
ト
の
誘
い
が

あ
っ
て
も
、
安
易
に
応
募
す
る
こ
と

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
事
例
の
よ
う
に
だ
ま
さ
れ

た
場
合
は
、
渡
し
た
携
帯
電
話
は
振

り
込
め
詐
欺
や
ヤ
ミ
金
融
の
督
促
行

為
な
ど
、
犯
罪
に
利
用
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
警
察
に

も
届
け
て
く
だ
さ
い
。

問　

消
費
生
活
相
談
室　

内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

市
役
所
2
階

相
談
室
）

携
帯
電
話
契
約
ア
ル
バ
イ
ト
で
思
わ
ぬ
請
求

131

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
を
委
嘱

　

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
円
滑

な
運
営
と
市
民
活
動
の
推
進
を
図
る

た
め
、
市
民
活
動
の
推
進
に
係
る
調

査
研
究
、
情
報
収
集
や
発
信
、
事
業

の
企
画
運
営
な
ど
を
行
う
運
営
委
員

15
人
を
5
月
10
日
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

神
田
悦
男 

（
委
員
長
）  

、
松
本
千

代
子
（
副
委
員
長
）、
中
村
喜
代
子
、

金
子
龍
治
、
栗
田
武
、
湯
浅
美
代
子
、

杉
本
力
、
細
川
泰
裕
、
加
藤
恵
泉
、

岡
本
幸
二
郎
、
田
中
英
紀
、
田
中
和

八
、
星
野
隆
史
、
岡
田
崇
志
、
大
塚

栄
一

問　

市
民
参
加
推
進
課
市
民
参
加
推

進
班　

内
線
3
1
5
2

市
の
美
し
い
景
観
写
真
展

　

皆
さ
ん
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
「
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
残
し
て
い
き
た
い

白
井
市
の
美
し
い
景
観
写
真
」
の
展

示
を
行
い
ま
す
。

展
示
場
所
・
期
間　

西
白
井
駅
構
内

・
6
月
21
日
㈪
〜
7
月
2
日
㈮
、
白

井
駅
構
内
・
7
月
26
日
㈪
〜
8
月
6

日
㈮

問　

都
市
計
画
課
計
画
整
備
班　

内

線
3
2
3
4

船
橋
市
北
部
清
掃
工
場

建
替
事
業
の
縦
覧

　

船
橋
市
で
は
老
朽
化
が
進
む
北
部

清
掃
工
場
（
大
神
保
町
）
の
建
て
替

え
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

船
橋
市
北
部
清
掃
工
場
建
替
事
業

に
係
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
つ

い
て
、
意
見
書
の
提
出
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
見
解
書
を
次
の
と
お
り
縦

覧
し
ま
す
。

日
時　

本
日
〜
29
日
㈫
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）　

午
前
9
時
〜

午
後
5
時

場
所　

市
環
境
課
、
千
葉
県
環
境
政

策
課

問　

千
葉
県
環
境
政
策
課
☎
0
4
3

（
2
2
3
）
4
6
6
5
、
船
橋
市
ク

リ
ー
ン
推
進
課
ご
み
ゼ
ロ
計
画
室
☎

（
4
3
6
）
2
4
3
8

　金の借り過ぎ・貸し過ぎを防ぐた
め、6月18日㈮に改正貸金業法が完全
施行されます。
　ヤミ金融からは金を絶対に借りな
いで、困ったら焦らずに相談してくだ
さい。
【改正のポイント】
●借入総額が「年収の3分の1」を超
える場合、新規の借入れができなくな
ります
●借入の際、基本的に「年収を証明す
る書類」が必要となります
■問　財務省千葉財務事務所☎043（25
1）7830、県県民生活課☎043（223）
2795、市消費生活相談室　内線3294、
金融庁ホームページ  http://www.fsa
.go.jp/

貸金業法が大きく変わります貸金業法が大きく変わります

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

委嘱を受ける委員委嘱を受ける委員

文化センターから見る白井市役所文化センターから見る白井市役所
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　現在の「乳幼児医療
費助成受給券」の有効
期間は7月31日までで
す。8月1日以降も引き
続き対象となる人には、
新しい受給券を7月下
旬までに送付します。
　平成22年1月1日現在の住所が白井市で
ない保護者は、所得の状況が確認できない
ため、次の書類を7月12日㈪までに提出し
てください。
必要書類　平成22年度所得等証明書（市
区町村民税所得割・均等割、合計所得金額、
所得控除の内訳、扶養人数の記載があるも
の）
※平成22年1月1日現在の住所地（市区町
村）が発行するもの。
　保護者2人分の証明書が必要な場合があ
ります。
■問　健康課母子保健班☎（497）3495

乳幼児医療費助成
受給券の更新

　休日や夜間、急に子どもの具合が悪くな
り、どうしたらよいか判断に迷ったときは
電話してください。担当の看護師が相談に
応じます。必要な場合には小児科医に電話
を転送します。
実施日時　毎日　午後7時～ 10時
相談専用電話番号　☎＃8000（プッシュ
回線の固定電話、携帯電話）
※ダイヤル回線、＃8000を利用できない
場合は☎043(242)9939。
■問　健康課母子保健班☎（497）3495

こども急病電話相談こども急病電話相談

　小児初期急病診療所は年末年始など年間
365日の早朝や夜間の小児救急診療を行い
ます。 
診療日時　平日・土曜日　午後7時～翌朝
午前6時、日曜・祝日・年末年始　午前9時
～午後5時、午後7時～翌朝6時
場所　佐倉市健康管理センター内
対象　印旛郡市内在住の原則15歳まで
■問　印旛市郡小児初期急病診療所☎043
（485）3355（診療時間内のみ）、市健康課
母子保健班☎（497）3495

子どもが急に病気になったときは
印旛市郡小児初期急病診療所

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
す
べ

て
の
人
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
市
で
は

強
調
月
間
に
市
の
保
護
司
を
中
心
と

し
て
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
く
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

少
年
非
行
な
ど
で
お
悩

み
の
人
は

　

子
ど
も
の
非
行
や
問
題
行
動
な
ど

の
悩
み
が
あ
る
人
は
、
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
に
千
葉
保
護
観
察
所
☎
0
4

3
（
2
0
4
）
7
7
9
1
か
地
区
の

保
護
司
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

保
護
司　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

緑
川
し
げ
（
冨
士
）
☎
（
4
4
3
）

0
1
2
7
、
秋
本
久
彦
（
白
井
）
☎

（
4
9
7
）
1
8
8
1
、
林
眞
知
子

（
七
次
台
）
☎
（
4
9
1
）
4
4
1

4
、小
林
稔
（
清
水
口
）
☎
（
4
9
1
）

3
0
7
3
、
古
澤
由
紀
子
（
南
山
）

☎
（
4
9
1
）
3
5
2
0
、
井
川
芳

枝
（
冨
士
）
☎
（
4
4
5
）
4
8
5

9
、楠
橋
大
樹
（
桜
台
）
☎
（
4
9
2
）

9
2
6
6
、
矢
野
富
子
（
け
や
き
台
）

☎
（
4
9
1
）
5
1
3
3

講
演
会「
性
・
人
間
・
生
き
る
」

　

市
保
護
司
会
主
催
に
よ
る
性
教
育

に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

日
時　

7
月
16
日
㈮　

午
後
2
時
〜

3
時

場
所　

白
井
中
学
校
体
育
館

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）

講
師　

大
東
学
園
教
育
研
究
所
講
師

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
家
庭
や
学
校
生
活

の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯

罪
や
非
行
に
関
し
て
考
え
た
こ
と
や

感
じ
た
こ
と
を
表
現
し
た
作
文
を
募

集
し
ま
す
（
応
募
者
全
員
に
参
加
賞

が
あ
り
ま
す
）。

対
象　

小
・
中
学
生

応
募
枚
数　

4
0
0
字
詰
め
原
稿
用

紙
3
〜
5
枚

7
月
か
ら

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
強
調
月
間
で
す
。

お
や
こ
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ

〜
お
や
こ
の
食
育
教
室
〜

　

日
ご
ろ
な
か
な
か
子
ど
も
と
一
緒

に
料
理
を
す
る
時
間
が
も
て
な
い
お

母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
も
、
子
ど
も
と

の
料
理
作
り
を
通
し
て
、
子
ど
も
と

の
楽
し
い
夏
の
思
い
出
を
作
り
ま
せ

ん
か
。
普
段
あ
ま
り
料
理
を
し
な
い

人
も
歓
迎
で
す
。

　

く
ま
さ
ん
の
形
を
し
た
ふ
わ
ふ
わ

チ
ー
ズ
ハ
ン
バ
ー
グ
を
作
り
ま
す
。

日
時
・
場
所　

下
表
の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
小
学
3
か
ら
6
年

生
と
そ
の
保
護
者　

各
日
12
組
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
結
果
は
7
月
上
旬
に
郵
送
で
通
知

し
ま
す
。

内
容　

調
理
実
習
（
チ
ー
ズ
ハ
ン

バ
ー
ク
、
サ
ラ
ダ
、
ご
は
ん
、
ス
ー

プ
、
デ
ザ
ー
ト
）、
講
話
「
食
育
〜

5
つ
の
力
を
身
に
つ
け
よ
う
〜
」（
両

日
と
も
同
じ
内
容
で
す
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
用
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

参
加
費　

保
護
者
4
0
0
円
、
小
学

生
2
0
0
円

申
・
問　

6
月
30
日
㈬
ま
で
に
参
加

希
望
日
・
住
所
・
氏
名 

（
親
子
）  
・

学
年
を
記
入
の
上
、
E
メ
ー
ル
で
健

康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
4
・

  k
en
k
ou
@
c

ity
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

おやこの食育教室

日時 場所

7月24日㈯
10:00 ～ 13：30

（受け付け　9:45 ～）

保健福祉センター

7月31日㈯ 西白井複合センター

審
査　

市
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
実
施
委
員
会
」
で
優
秀
作
品
4

点
を
選
考
し
、
県
の
実
施
委
員
会
へ

推
薦

発
表　

12
月
初
旬
に
各
小
・
中
学
校

へ
通
知

※
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
著

作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
（
応

募
作
品
は
返
還
し
ま
せ
ん
）。

申　

7
月
1
日
㈭
か
ら
9
月
7
日
㈫

（
必
着
）
ま
で
に
各
小
・
中
学
校
へ

問　

社
会
福
祉
課
厚
生
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
8
2

清
水
口
保
育
園
臨
時
看

護
師
募
集

任
期　

〜
平
成
23
年
3
月

勤
務
日　

月
〜
金
曜
日
（
週
4
日
以

上
、
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

勤
務
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後

0
時
30
分
、
午
後
0
時
30
分
〜
4
時

30
分
（
ど
ち
ら
か
4
時
間
勤
務
だ
け

で
も
可
能
で
す
）

対
象　

看
護
師
資
格
取
得
者　

1
人

時
給　

1
、
2
8
0
円
（
別
途
交
通

費
有
り
）

申
・
問　

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
看
護
師
免
許
証
を
添
え
て

直
接
総
務
課
人
事
班　

内
線
3
3
1

4
・
5
へ 道路工事のお知らせ

　工事は昼間に行い、工事中は交通誘導員を
配置し、十分注意して作業します。
期間　～ 8月中旬
内容　視覚障害者誘導用ブロックの設置
工事個所　下図の　　　部分
■問　建設課建設班　内線3213

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　市内全地区を巡る散
策マップです。文化財
を中心にポイントを設
定し、地区やテーマご
とに散策コースを設定
しています。
　5年ぶりに改訂し、
新たに2コースを加え
ました。文化財や自然
に触れながら、健康づ
くりを兼ねて各地区をゆっくり散策してみ
てはいかがでしょうか。 
価格　200円
販売窓口　郷土資料館（文化センター内）
■問　文化課文化班☎（492）1123

しろい散策マップを販売

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

2010.6.155
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し
た
。
つ
ぼ
に
収
め
ら
れ
た
砂
鉄

の
発
見
は
当
時
全
国
初
の
事
例
で

あ
り
、
現
在
で
も
全
国
で
5
例
ほ

ど
し
か
な
い
も
の
で
す
。
科
学
分

析
の
結
果
、
こ
の
砂
鉄
は
全
鉄
分

60
㌫
と
高
品
位
の
川
床
砂
鉄
で
、

他
地
域
か
ら
搬
入
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

日
本
に
鉄
器
が
伝
来
し
た
の
は

縄
文
時
代
晩
期
末
の
こ
と
で
、
日

本
国
内
で
鉄
を
精
錬
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
弥
生
時
代
後
期
以
降

の
こ
と
で
す
。
古
墳
時
代
前
期
の

製
鉄
遺
跡
は
全
国
的
に
も
数
は
少

な
い
で
す
が
、
八
千
代
市
の
沖
塚

遺
跡
な
ど
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
本
桜
南
遺
跡
の
砂
鉄
は
沖
塚
遺

跡
と
同
じ
時
期
の
も
の
で
あ
り
、

こ
の
砂
鉄
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で

持
ち
込
ま
れ
た
の
か
は
不
明
で
す

が
、
当
時
の
人
々
が
い
ち
早
く
製

鉄
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
を
示
す

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問　

文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

一
本
桜
南
遺
跡

　

白
井
市
内
に
は
旧
石
器
時
代
か

ら
江
戸
時
代
ま
で
の
遺
跡
が
総
計

1
2
6
カ
所
あ
り
ま
す
。
遺
跡
の

あ
る
場
所
で
住
宅
地
を
造
成
す
る

際
は
、
事
前
に
発
掘
調
査
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
造
成
の
際
に
も
、
数
々
の
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

桜
台
3
丁
目
に
は
か
つ
て
一
本

桜
南
遺
跡
と
い
う
著
名
な
遺
跡
が

あ
り
、
昭
和
61
年
4
月
か
ら
2
年

の
歳
月
を
か
け
て
3
万
平
方
㍍
が

調
査
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

旧
石
器
時
代
か
ら
古
墳
時
代
ま
で

の
数
々
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
一
本
桜
南
遺
跡
で
は
今
か
ら

約
2
万
7
千
年
前
の
地
層
で
石
器

が
出
土
し
、
約
1
万
3
千
年
前
の

地
層
ま
で
多
数
の
旧
石
器
時
代
の

石
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
縄
文
時

代
の
地
層
で
は
、
約
8
千
年
前
の

住
居
跡
や
約
6
千
年
前
の
弓
矢
に

使
う
石せ
き
ぞ
く鏃
の
製
作
跡
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
空
白
期
を

挟
ん
で
約
1
7
0
0
年
前
の
古
墳

時
代
前
期
に
な
る
と
60
軒
の
住
居

跡
が
検
出
さ
れ
、
当
時
の
桜
台
周

辺
に
古
代
人
が
大
挙
し
て
入
植
し
、

集
落
を
形
成
し
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

古
墳
時
代
前
期
の
住
居
跡
か
ら

は
、
珍
し
い
遺
物
が
出
土
し
て
い

ま
す
。
出
土
し
た
の
は
高
さ
16
・

8
㌢
㍍
の
小
さ
な
つ
ぼ
で
す
が
、

表
面
や
口
縁
の
内
側
が
赤
く
塗
ら

れ
て
お
り
、
つ
ぼ
の
中
か
ら
は
約

5
2
0
㌘
の
砂
鉄
が
発
見
さ
れ
ま

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

古
き
を
温
め
新
し
き
を
知
る

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

一本桜南遺跡出土のつぼと砂鉄

年間予定表
日程 時間 内容

6月26日㈯ 10:00 ～ 12:00 自己紹介・名札作り
7月17日㈯ 10:00 ～ 13:00 ネイチャーゲーム
9月25日㈯ 10:00 ～ 12:00 ピクトグラムを作ろう
10月23日㈯ 10:00 ～ 12:00 クッキング
※12月以降にも募金活動やセンターフェスティバルへの参
加など、4回の活動を予定しています。

複キッズクラブ
　いろいろなことをみんなで楽しく体験しよう（年間登録制
の会員クラブです）。
日程・時間・内容　下表のとおり（全8回）
対象　小学生以上　15人（申し込み順）
参加費　1,000円（材料費、保険代など・8回分）
■申　6月24日㈭までに電話か直接西白井複合センターへ

　

市
民
プ
ー
ル
は
豪
快
な
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
中
心
に
流
水

プ
ー
ル
、
競
泳
プ
ー
ル
（
25
㍍
６
コ

ー
ス
）、   

ち
び
っ
こ
プ
ー
ル
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
プ
ー
ル
は
9
月
12
日
㈰
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。

利
用
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

  （
入
場
は
午
後
4
時
ま
で
）

利
用
料
金　

右
下
表
の
と
お
り

※
お
得
な
回
数
券
（
7
枚
で
6
回
分

市民プール利用料金
区分 利用料金

市内
在住者

一般・高校生・大学生 450円

小・中学生 150円

幼児（4歳以上） 100円

市外
在住者

一般・高校生・大学生 750円

小・中学生 300円

幼児（4歳以上） 150円

の
料
金
）
も
発
売
し
て
い
ま
す
。

利
用
方
法　

市
内
在
住
者
は
利
用
カ

ー
ド
を
提
示
し
、
市
民
プ
ー
ル
窓
口

で
入
場
券
を
購
入

※
市
内
在
住
で
利
用
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
な
い
人
は
、
市
役
所
ま
た
は
各

セ
ン
タ
ー
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
1
世
帯
に
つ
き
1
枚
発
行
、

有
効
期
限
な
し
）。

問　

市
民
プ
ー
ル
☎
（
4
9
2
）
3

1
1
3

白
井
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

　

未
成
年
者
の
参
加
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

 

【
①
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
テ
ニ
ス
イ
ベ
ン
ト
】

日
程　

7
月
12
日
㈪
（
雨
天
中
止
）

コ
ー
ス
・
時
間
・
内
容　

A
コ
ー
ス
・

午
前
9
時
〜
11
時
・
テ
ニ
ス
経
験
の

な
い
人
や
運
動
の
苦
手
な
人
も
楽
し

め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
B
コ
ー
ス
・
午

前
11
時
〜
午
後
1
時
・
運
動
に
自
信

の
あ
る
人
向
け
の
ち
ょ
っ
と
厳
し
い

プ
ロ
グ
ラ
ム

対
象　

一
般　

16
人
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
12
人
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

指
導
者　

㈶
日
本
体
育
協
会
ま
た
は

プ
ロ
テ
ニ
ス
協
会
の
有
資
格
者

参
加
費　

1
、
5
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

 

【
②
ワ
ン
デ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス

マ
ッ
チ
】

日
程　

7
月
26
日
㈪
（
雨
天
中
止
）

時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

30
分

内
容　

4
組
1
リ
ー
グ
順
位
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
、
リ
ー
グ
戦
6
ゲ
ー
ム
先
取

の
ノ
ー
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
、
順
位
戦

は
原
則
リ
ー
グ
戦
と
同
じ
で
残
り
時

間
に
よ
り
内
容
を
変
更

対
象　

18
歳
以
上
の
女
性
ペ
ア　

16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
数
や
天
候
に
よ
り
試
合
方

式
や
試
合
数
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
、
申
込
者
が
6
組
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費　

2
、
5
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

 

【
③
夏
期
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
イ
ベ
ン
ト
】

日
程　

8
月
2
日
㈪
〜
5
日
㈭
（
雨

天
中
止
）

時
間　

午
前
7
時
〜
9
時

内
容　

ジ
ュ
ニ
ア
レ
ッ
ス
ン

対
象　

小
学
2
年
生
〜
中
学
3
年
生

30
人
（
申
し
込
み
順
）

0
円
（
全
席
共
通
）

  【
総
合
閉
会
式
】

日
時　

10
月
5
日
㈫　

午
後
1
時
〜

場
所　

千
葉
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
陸
上
競
技
場
（
千
葉
市
）

入
場
料　

無
料

◆
ゆ
め
半
島
ち
ば
大
会

日
時　

開
会
式　

10
月
23
日
㈯　

午

前
8
時
20
分
〜
（
開
場　

午
前
7
時

30
分
）　  

閉
会
式　

10
月
25
日
㈪　

午
後
2
時
40
分
〜
（
開
場　

午
後
2

時
）　  

場
所　

幕
張
メ
ッ
セ
（
千
葉

市
）　  

入
場
料　

無
料

申
・
問　

ゆ
め
半
島
ち
ば
国
体
総
合

開
会
式
は
7
月
13
日
㈫
、
ゆ
め
半
島

ち
ば
大
会
の
両
式
典
は
8
月
2
日
㈪

ま
で
に
所
定
の
申
込
書
（
両
大
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
で
〒
2

6
0
―
0
0
1
3　

千
葉
市
中
央
区

中
央
4
―
13
―
28　

ゆ
め
半
島
ち
ば

国
体
実
行
委
員
会
☎
0
4
3
（
2
2

3
）
3
5
1
5
・

  h
ttp://k

o

k
u
tai-2010ch

iba.jp/

へ

※
両
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申

込
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
直
接
入

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

力
し
、
送
信
す
る
こ
と
で
申
し
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。
申
込
者
が
多
数

の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
券
の
発
行
は
行
い
ま
せ
ん
。

教
科
書
が
閲
覧
で
き
ま
す

　

平
成
23
年
度
以
降
に
小
学
校
で
使

う
こ
と
が
で
き
る
検
定
済
み
教
科
書

見
本
を
、
次
の
と
お
り
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

日
程　

6
月
18
日
㈮
〜
7
月
7
日
㈬

※
成
田
移
動
教
科
書
展
示
場
は
7
月

1
日
㈭
ま
で
開
設
し
ま
す
。

場
所
・
時
間　

市
教
育
セ
ン
タ
ー
室
・

平
日
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま

で
、
佐
倉
教
科
書
セ
ン
タ
ー  （
県
教

育
庁
北
総
教
育
事
務
所
）   

・
平
日
の

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
、
成

田
移
動
教
科
書
展
示
場
（
成
田
市
中

央
公
民
館
内
）  

・
午
前
9
時
か
ら
午

後
9
時
ま
で

問　

市
教
育
セ
ン
タ
ー
室　

内
線
3

4
7
0
、
佐
倉
教
科
書
セ
ン
タ
ー
☎

0
4
3
（
4
8
3
）
1
1
4
9
、
成

田
移
動
教
科
書
展
示
場
☎
0
4
7
6

  （
2
7
）
5
9
1
1

 

夏
は
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す

市
民
プ
ー
ル
7
月
1
日
オ
ー
プ
ン

※
申
込
者
が
20
人
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

指
導
者　

㈶
日
本
体
育
協
会
ま
た
は

プ
ロ
テ
ニ
ス
協
会
の
有
資
格
者

参
加
費　

6
、
0
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

申
・
問　

①
は
7
月
6
日
㈫
、
②
は

7
月
21
日
㈬
、
③
は
7
月
27
日
㈫
ま

で
に
電
話
か
参
加
費
持
参
の
上
、
直

接
白
井
運
動
公
園
管
理
事
務
所
☎

（
4
9
7
）
0
2
2
2
へ

社
会
保
険
大
学
校
運
動

施
設
開
放
日

日
時　

7
月
3
日
㈯
・
4
日
㈰
・
17

日
㈯
・
18
日
㈰
・
24
日
㈯
・
25
日
㈰
・

31
日
㈯　

午
前
9
時
〜
午
後
6
時

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

  （
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

5
6

0
円
、
体
育
館　

1
、
4
4
0
円
、

グ
ラ
ウ
ン
ド　

2
、
6
2
0
円
（
各

2
時
間
単
位
）

申
・
問　

6
月
25
日
㈮
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班　

内
線
3
4
3

6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ゆ
め
半
島
ち
ば
国
体
・

ゆ
め
半
島
ち
ば
大
会

　

若
潮
国
体
か
ら
37
年
、
思
い
出
に

残
る
式
典
を
会
場
で
見
て
く
だ
さ
い
。

◆
ゆ
め
半
島
ち
ば
国
体

  【
総
合
開
会
式
】

日
時　

9
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
40

分
〜
（
開
場　

午
前
9
時
30
分
）

場
所　

千
葉
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

  （
千
葉
市
）

入
場
料　

内
野
席
大
人
（
中
学
生
以

上
）　  

1
、  

0
0
0
円
、
内
野
席

小
人　

5
0
0
円
、
外
野
席　

5
0

市民音楽祭参加団体募集
　市民文化祭の一環として開催する音楽祭の参加者を
募集します。この催しは参加する皆さんで実行委員会
を組織し、企画から開催までの一切を行います。
　参加を希望する団体は、6月20日㈰　午前10時から
文化センターで実施する実行委員会議に参加してくだ
さい。
日程　11月13日㈯・14日㈰（予定）
対象　市内在住・在勤者主体で構成されているか、市
内に活動拠点を置く音楽団体又は個人（営利団体及び
個人を除く）
※ジャンルは問いませんが、カラオケ装置の使用はで
きません。
　大きな音量の出る楽器を主体的に使用する団体は、
出場日や時間帯などで制限を設ける場合があります。
■問　文化課文化班☎（492）1123

流水プールで流水プールで楽しむ楽しむ皆さん皆さん



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

2010.6.157

　タイトルの上にある複などは次の場所
や申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
社社会福祉協議会
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボボランティアセンター
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
シシルバー人材センター
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
※定期的に実施されている児童館事業な
どは掲載されていないものもありますの
で、児童館だより（各センターにあります）
や市ホームページをご覧ください。

◆
N
P
O
法
人
ぬ
く
も
り
の
会
市
民

講
演
会
・
相
談
会

日
程　

27
日
㈰　

場
所　

白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー　

講
演
会
時
間　

午
後
1

時
30
分
〜
3
時　

テ
ー
マ　

成
年
後

見
の
仕
事
と
責
任
に
つ
い
て　

講
師

行
政
書
士　

細
川
泰
裕
さ
ん　

相
談

会
時
間　

午
後
3
時
〜
4
時　

対
象

一
般　

20
人
（
申
し
込
み
順
）　  

相

談
料　

無
料

申
・
問　

相
談
会
に
申
し
込
み
を
希

望
す
る
人
は
前
日
ま
で
に
電
話
で
細

川
☎
（
4
9
8
）
4
0
3
1
へ

◆
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
イ

ベ
ン
ト

　

白
井
の
湯
は
オ
ー
プ
ン
か
ら
12
周

年
を
迎
え
、
12
日
㈯
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
の
で
、
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時
・
内
容　

19
日
㈯　

午
前
8
時

〜
・
朝
市
（
店
内
商
品
2
割
引
き
、

お
楽
し
み
振
る
舞
い
な
ど
）、　

20
日

㈰　

午
後
2
時
〜
・
音
浴
演
奏
会

（
出
演
・
お
や
じ
っ
て
ブ
ラ
ボ
ー
合

唱
団
）

問　

天
然
温
泉
・
白
井
の
湯
☎
（
4

9
7
）
2
6
2
6

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　

弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時　

26
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　

対
象　

一
般
（
予
約
不

要
）　  

相
談
料　

無
料

問　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
個
別
相
談
会
・

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

管
理
組
合
役
員
、
区
分
所
有
者
な

ど
を
対
象
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組

合
の
運
営
に
関
す
る
個
別
相
談
会
と

近
隣
自
治
体
の
管
理
組
合
役
員
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開

催
し
ま
す
。

日
程　

7
月
3
日
㈯　

場
所　

保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー　

個
別
相
談
会
時
間

午
前
10
時
〜
正
午　

対
象　

4
組

（
申
し
込
み
順
） 　

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
時
間　

午
後
1
時
〜
3

時
30
分　

対
象　

40
人
（
申
し
込
み

順
）　  

参
加
費　

無
料

申
・
問　

22
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
首

都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会　

今
川

☎
・
℻  
（
4
4
5
）
1
2
9
7
へ

◆
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
い
・
あ
い
懇
談

会
「
自
分
に
あ
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
選
び
方
の
ポ
イ
ン
ト
〜
介
護
保
険

の
上
手
な
使
い
方
〜
」

　

  「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
っ
て
な
ん
だ
ろ

う
」　
「
ヘ
ル
パ
ー
は
ど
ん
な
こ
と
を

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
な
ど
の
疑
問

や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
一
緒
に
語
ら
い
ま
し
ょ
う
。

日
時　

7
月
4
日
㈰　

午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分　

場
所　

ケ
ア
グ
ル

ー
プ
あ
い
・
あ
い
（
白
井
市
根
1
2

9
）　  

参
加
費　

無
料

問　

事
務
所
☎
（
4
9
2
）
1
2
3

6◆
県
立
四
街
道
特
別
支
援
学
校
「
教

育
・
医
療
相
談
会
」　
「
学
校
公
開
」

　

相
談
会
で
は
学
校
職
員
と
国
立
病

院
機
構
下
志
津
病
院
の
医
師
に
よ
る

個
別
で
の
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

7
月
5
日
㈪　

午
後
1
時
〜

4
時　

場
所　

県
立
四
街
道
特
別
支

援
学
校
（
四
街
道
市
）　  

対
象　

保

護
者
、
教
職
員
な
ど

申
・
問　

7
月
2
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
担
当　

角
田
（
か
く
だ
）
☎
0
4

3
（
4
2
2
）
2
6
0
9
へ

◆
ち
び
っ
子
ヤ
ン
グ
大
会
・
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル

　

海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
で
は

野
球
・
相
撲
・
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
消
防
車
の
試
乗
、
航

空
機
の
実
習
装
置
体
験
教
室
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日
時　

7
月
17
日
㈯　

午
前
9
時
〜

午
後
4
時　

場
所　

海
上
自
衛
隊
下

総
航
空
基
地
（
柏
市
）

問　

海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
☎

0
4
（
7
1
9
1
）
2
3
2
1

◆
千
葉
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験

日
時　

10
月
24
日
㈰　

午
前
10
時
〜

正
午　

受
験
資
格　

医
療
・
保
健
・

福
祉
分
野
の
有
資
格
者
で
一
定
期
間

以
上
の
実
務
経
験
の
あ
る
人

申
・
問　

所
定
の
申
込
書
（
6
月
29

日
㈫
か
ら
各
市
町
村
の
介
護
保
険
担

当
課
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
で
配

布
し
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
7
月
31
日
㈯
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
簡
易
書
留
で
〒
2
6
0
―
8

5
0
8　

千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
4

―
3　

千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
介

護
支
援
専
門
員
養
成
班
☎
0
4
3

  （
2
0
4
）
1
6
1
0
へ

◆
地
元
中
小
企
業
の
I
T
化
促
進
を

支
援
し
ま
す

　

白
井
市
商
工
会
は
千
葉
県
の
I
T

利
活
用
モ
デ
ル
地
区
の
対
象
と
な
っ

て
お
り
、
市
内
中
小
企
業
の
I
T
利

用
促
進
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
中
小
企
業
で
あ
れ
ば
、
無

料
で
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
操
作
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
方
法
を
受
け

た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
関

す
る
支
援
を
行
い
ま
す
の
で
、
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

問　

白
井
市
商
工
会
☎
（
4
9
2
）

0
7
2
1

◆
㈳
千
葉
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

【
視
覚
障
害
者
相
談
・
支
援
室
】

相
談
方
法　

来
室
ま
た
は
電
話　

日

時　

祝
祭
日
を
除
く
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時　

場
所　

千

葉
県
視
覚
障
害
者
福
祉
会
館
（
四
街

道
市
）

※
毎
月
第
1
・
3
水
曜
日
に
は
点
字

教
室
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

【
視
覚
障
害
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
者
募
集
】

日
時　

毎
週
月
・
金
曜
日　

午
後
1

時
〜
3
時　

対
象　

県
内
在
住
の
視

覚
障
害
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
基
礎
か
ら

勉
強
し
た
い
人　

内
容　

パ
ソ
コ
ン

の
基
本
的
な
操
作
方
法
、
I
T
機
器

の
操
作
方
法　

受
講
料　

無
料

※
訪
問
指
導
や
ス
カ
イ
プ
に
よ
る
指

導
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
・
問　

相
談
申
し
込
み
は
専
用
電

話
☎
0
4
3
（
4
2
1
）
6
9
1
0
、

相
談
日
以
外
で
の
相
談
予
約
お
よ
び

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
申
し
込
み
は
☎

0
4
3
（
4
2
1
）
5
1
9
9
へ

※
パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
申
し
込
み
は

受
講
希
望
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
コ
ー
ラ
ス
会
員
募
集

　

叙
情
歌
や
季
節
の
歌
な
ど
を
皆
さ

ん
と
一
緒
に
楽
し
く
歌
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　

毎
月
第
3
木
曜
日　

午
後
1

時
〜
2
時　

場
所　

中
銀
白
井
マ
ン

シ
オ
ン　

対
象　

一
般　

月
会
費　

2
0
0
円
（
施
設
使
用
料
）

問　

北
島
☎
（
4
9
1
）
2
8
6
4

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
「
あ
す
な

ろ
」
部
員
募
集

活
動
日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日　

午

前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時　

場
所

鎌
ケ
谷
市
民
体
育
館　

入
会
金　

1
、

5
0
0
円　

部
費　

月
3
、
0
0
0

円問　

戸
田
☎
（
4
4
6
）
1
6
3
9

（
午
後
8
時
以
降
）

◆
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
「
よ
し
き
り
」

入
所
案
内

入
所
資
格　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
人　

①
原
則
と
し
て
印
旛
郡

市
内
に
在
住
し
て
い
る
人　

②
心
身

と
も
に
健
康
な
60
歳
以
上
の
人　

③

身
の
回
り
の
こ
と
が
自
分
で
で
き
、

自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
人　

④
家
庭
環
境
や
住
宅
事

情
に
よ
り
、
居
宅
で
の
生
活
が
不
安

な
人　

⑤
所
定
の
利
用
料
を
負
担
で

き
る
人　

⑥
確
実
な
保
証
能
力
を
有

す
る
身
元
保
証
人
を
立
て
ら
れ
る
人

問　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
よ
し
き
り
☎

0
4
7
6
（
9
8
）
0
2
8
1

趣
味
・
教
養
・
学
習

駅
普
通
救
急
救
命
講
習

　

A
E
D
を
使
っ
た
心
配
蘇
生
法
や

救
急
時
の
対
処
法
に
つ
い
て
学
習
し

ま
す
。

日
時　

26
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
〜

午
後
0
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤　

一
般　

30
人  （
申
し
込
み
順
）

申　

22
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

駅
プ
チ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

教
室

　

ハ
ー
ブ
の
寄
せ
植
え
を
し
、
ハ
ー

ブ
入
り
ク
ッ
キ
ー
や
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

27
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

一
般　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　

直
径
25
〜
30
㌢
㍍
の
植
木

鉢
（
丸
で
も
角
で
も
可
）、   

手
袋

参
加
費　

1
、
8
0
0
円
（
材
料
費
）

申　

20
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

桜
一
人
で
着
る
ゆ
か
た

着
付
け
教
室

　

夏
祭
り
の
季
節
を
前
に
着
付
け
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

7
月
10
日
㈯　

午
前
10
時
〜

午
後
0
時
30
分

対
象　

一
般　

12
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　

浴
衣

参
加
費　

無
料

申　

7
月
4
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

ボ
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

懇
談
会

　

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す

る
情
報
や
知
識
な
ど
を
経
験
者
と
懇

談
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
1
月
曜
日　

午
後
1

時
30
分
〜

※
1
月
は
第
2
月
曜
日
に
開
催
し
ま

す
。

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

保
育
に
関
心
が
あ
り
、
今
後

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し

た
い
人
（
自
由
参
加
）

参
加
費　

無
料

桜
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
講
座

　

  「
魔
法
の
お
花
」
ブ
リ
ザ
ー
ド
フ

ラ
ワ
ー
で
、
か
わ
い
い
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

7
月
7
日
㈬　

午
後
1
時
〜

2
時
30
分　

対
象　

一
般　

15
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師　

ふ
し
ぎ
な
花
倶
楽
部　

手
嶌

夕
起
子
さ
ん

参
加
費　

1
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申　

6
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

子

育

て

桜
赤
ち
ゃ
ん
広
場

　

市
の
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

日
時　

7
月
8
日
㈭　

午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象　

平
成
21
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
子
と
そ
の
保
護
者　

20
組

  （
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

無
料

申　

7
月
6
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

子

ど

も

駅
ち
び
っ
こ
運
動
会

　

年
齢
別
に
設
け
ら
れ
た
種
目
に
親

子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

30
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

20

組
（
申
し
込
み
順
）

※
当
日
は
親
子
自
主
サ
ー
ク
ル
の
希

望
者
も
参
加
し
ま
す
。

持
ち
物　

飲
み
物
、
上
履
き

高

齢

者

シ
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

暑
中
見
舞
い
は
が
き
の
作
成
や
メ

ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
楽

し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

7
月
8
日
㈭
・
9
日
㈮
・
12

日
㈪
・
13
日
㈫
・
14
日
㈬　

午
後
1

時
〜
4
時

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
、
マ
ウ
ス
操
作
や
文
字
入
力

が
で
き
、
全
日
程
参
加
で
き
る
人　

10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

1
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申　

30
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

参
加
費　

1
0
0
円
（
菓
子
代
）

申　

事
前
に
電
話
連
絡
の
上
、
19
日

㈯
ま
で
に
参
加
費
を
持
参
し
て
直
接

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

駅
キ
ッ
ズ
映
画
会

日
時　

25
日
㈮　

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

20

組
（
申
し
込
み
順
）

題
目　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
う
さ
ぎ
と
か

め
、
が
ん
ば
れ
子
ブ
タ
く
ん
、
10
＋

1
ぴ
き
の
か
え
る

申　

24
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

AED
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　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ

48

しろい・九条の会

み んみ ん な のな の ひ ろ ばひ ろ ば

介 

護 

予 

防

き
ょ
う
か
ら
始
め
る

33

認
知
症
の
症
状
は
記
憶

力
の
低
下
か
ら

　

ま
ず
「
ブ
ド
ウ
・
リ
ン
ゴ
・
ミ
カ

ン
・
ス
イ
カ
・
レ
モ
ン
」
の
5
つ
の

単
語
を
頭
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

　

最
近
、
も
の
忘
れ
や
ミ
ス
な
ど
が

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

気
に
な
り
な
が
ら
も
年
の
せ
い
だ
と

放
っ
て
お
く
と
認
知
症
と
い
う
大
変

な
病
気
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
の
症
状
の
特
徴
は
食
事
を

し
た
こ
と
や
人
と
会
っ
た
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
う
な
ど
、
体
験
や
行
動
自

体
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
に
な
り
記

憶
力
が
低
下
し
て
い
く
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

《
認
知
症
の
予
防
方
法
》

①
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
（
体
験
を
記
憶

し
て
思
い
出
す
機
能
）
を
鍛
え
る　

日
記
を
つ
け
た
り
、
家
計
簿
は
買
い

物
を
し
た
レ
シ
ー
ト
を
見
な
い
で
思

い
出
し
て
記
入
す
る

②
注
意
分
割
機
能
（
複
数
の
こ
と
を

意
識
し
て
同
時
に
行
う
）
を
鍛
え
る

　

対
話
し
て
い
る
時
は
相
手
の
表
情

や
気
持
ち
に
注
意
を
向
け
な
が
ら
話

し
た
り
、
料
理
は
一
度
に
何
品
か
つ

く
っ
て
み
る

③
計
画
力
と
思
考
力
を
鍛
え
る　

旅

行
の
計
画
や
園
芸
作
業
な
ど
の
段
取

り
を
考
え
た
り
、
囲
碁
や
将
棋
を
す

る④
有
酸
素
運
動
を
し
て
鍛
え
る　

ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
1
日
7
、0
0
0
歩

か
ら
8
、0
0
0
歩
、
1
日
30
分
週

5
回
程
度
（
10
分
ず
つ
3
回
に
分
け

て
も
よ
い
）
歩
く
。
そ
の
ほ
か
、
水

泳
や
体
操
な
ど
も
よ
い
。

⑤
脳
神
経
の
伝
達
や
血
行
を
促
す
食

習
慣　

野
菜
や
果
物
に
あ
る
抗
酸
化

作
用
の
ビ
タ
ミ
ン
C
・
E
、
ベ
ー
タ

カ
ロ
チ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
や

魚
（
特
に
イ
ワ
シ
・
サ
バ
・
マ
グ
ロ
）

に
含
ま
れ
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
不

飽
和
脂
肪
酸
）
を
た
く
さ
ん
取
る
よ

う
に
す
る
。

強
い
脳
を
つ
く
ろ
う　

　

市
で
は
認
知
症
の
知
識
や
予
防
法

を
習
得
す
る
講
演
会
、
グ
ル
ー
プ
で

パ
ソ
コ
ン
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
読
み

書
き
計
算
を
行
い
、
脳
の
活
性
化
を

図
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
若
い
年
代
の
人
も
起
こ

り
う
る
病
気
な
の
で
予
防
法
に
つ
い

て
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

家
族
、
友
人
な
ど
と
一
緒
に
積
極
的

に
講
演
会
や
講
座
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

　

最
後
に
、
冒
頭
の
5
つ
の
単
語
を

思
い
出
せ
ま
す
か
。
す
っ
か
り
忘
れ

た
と
か
、
時
間
が
掛
か
っ
た
人
は
少

し
注
意
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
の
忘
れ
が
増
え
た
あ
な
た
へ
私
た

ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

問  

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4

　「宝塚歌劇団」に白井市出身の「真那春人（ま
なはると）」）さんが活動しているのを知ってい
ますか。
　真那さんは入団して5年目、現在「雪組」の男
役として舞台に立っています。
　2006年3月、宙組「NEVER SAY GOODBYE」
で初舞台に立ち、その後雪組に配属となり数々
の舞台をこなすなかで、2010年に「ソルフェリー
ノの夜明け」で物語の重要な役どころであるポ
ポリーノ役に抜擢されました。
　写真は劇団員の正装である黒の紋付に緑（オ
リーブ色）のはかま姿で、新年の拝賀式や公式
行事の時などには必ず着用するものだそうです。
　この制服をまとえるようになるまでの道のり
は決して生易しいものではないと聞いています。
　宝塚ジェンヌを目指すため何度かの挑戦を重ねた真那さん、今日も舞台に
立っています。

真那春人さん（ © 宝塚歌劇団）

白白井井市市出身の出身のタカラタカラジェンヌジェンヌをを紹介紹介

優優勝勝というという金金のの星星を手にを手に
　皆さん、昨年6月にウエイトリフティ
ングのスポーツ競技で活躍をしている
安藤美希さんを紹介しましたが覚えて
いますか。
　安藤さんは「新たな記録への挑戦」
を目指し、目標どおり素晴らしい成績
をあげています。
　その１つとして、昨年の12月にアラ
ブ首長国連邦のドバイで行われた「ア

ジアユース選手権」の58㌔㌘級でスナッチ78㌔㌘、ジャーク100㌔㌘のトー
タル178㌔㌘で優勝。今年3月には全日本ジュニア選手権大会、女子58㌔㌘
級でスナッチ80㌔㌘、ジャーク106㌔㌘のトータル186㌔㌘の高校新記録と
ジュニア新記録を樹立しました。
　好成績で栄冠をつかんだ安藤さんの記録は、同じ高校の先輩が約10年前に
作った記録を塗り替えてしまったとのことで、この記録は21世紀の今になる
まで更新されませんでした。これからも更なる目標に向って記録に挑戦した
いと話してくれました。

ドバイで優勝を手にした安藤さん（中央）

鶯
の
鳴
く
声
癒
し
薬
か
な

柿
の
木
の
今
年
も
庭
を
独
り
占
め

片
仮
名
の
花
鉢
並
ぶ
花
舗
に
立
つ

薫
風
と
水
を
切
り
行
く
潮
来
舟

薫
風
や
わ
ら
べ
の
赤
き
三
輪
車

喧
騒
も
包
み
込
み
た
る
山
つ
つ
じ

鉱
泉
の
湯
の
香
も
ゆ
が
し
雪
柳

茂
る
葉
の
命
の
息
吹
薫
る
風

紫
蘇
の
葉
で
梅
く
る
む
手
の
や
さ
し
さ
よ

芝
桜
群
が
り
咲
き
て
紅
ほ
の
か

捨
て
田
ン
ぼ
畦
み
ち
飾
る
蛇
イ
チ
ゴ

田
植
す
み
蛙
合
唱
懐
し
い

筍
は
今
朝
の
掘
り
た
て
猫
車

近
き
人
児
等
も
く
は
ふ
る
花
見
か
な

夏
立
つ
や
民
の
正
義
が
巨
悪
追
う

花
林
檎
か
ん
ざ
し
の
ご
と
こ
ぼ
れ
咲
く

ふ
ら
こ
ゝ
に
生
き
る
萬
感
座
り
居
り

降
り
し
き
る
雨
に
不
動
の
鯉
幟

ボ
ー
ル
蹴
る
元
気
な
子
等
に
風
か
ほ
る

待
ち
わ
び
て
五
感
ふ
く
ら
む
新
茶
か
な

ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
夜
の
帷と
ば

り
の
下
り
る
今

     

聖
女
に
遠
く
独
り
聴
き
を
り

兄
走
る
ト
イ
レ
す
ぐ
其
処
母
が
追
う

     

抱
か
る
弟
頭
揺
る
な
り

雨
し
ぶ
く
鎌
倉
も
好
し
濡
れ
桜

     

見
て
歩
き
来
ぬ
金
沢
文
庫

あ
り
な
し
の
風
に
は
か
な
く
散
る
桜は

な花
に

     

急
ぎ
す
ぎ
ゆ
く
春
を
思
へ
り

鎌
田
医
師
の
命
の
た
い
わ
聞
き
も
ら
さ
じ

     

明
日
に
老お
い
づ
ま夫
の
手
術
控
へ
て

濃
き
紅
き
大
輪
の
薔
薇
こ
の
年
も

　
　

 

緑
増
し
来
る
小
庭
に
咲
け
り

た
の
し
み
の
サ
ロ
ン
に
集
う
ひ
と
と
き
の

     

出
合
と
思
う
人
の
ぬ
く
も
り

玉
子
塚
す
し
塚
海
老
塚
並
び
立
ち

     

市
場
の
賑
は
ひ
築
地
の
神
社
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
視
野
の
な
き
我
紙
折
り
て

     

あ
じ
さ
い
の
花
づ
く
り
出
来
た
り

連
休
も
眼
を
病
む
吾
は
家
居
な
し

     

今
年
も
庭
の
蕗
の
葉
を
煮
る

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
松　
　
　

川
又　

勝
彦

桜
台　

　
　

土
山　

勝
實

神
々
廻　
　

田
中
八
代
い

堀
込　
　
　

山
川　

純
子

堀
込　
　
　

大
屋　

キ
ヌ

冨
士　
　
　

柳
沢　
　

純

大
松　
　
　

寺
尾　

春
雪

根　
　
　
　

阿
久
津
幸
子

冨
士　
　
　

今
野　

吉
信

堀
込　
　
　

渡
辺　

岩
夫

根　
　
　
　

押
田
み
よ
女

根　
　
　
　

乾　

た
か
子

池
の
上　
　

大
橋　
　

茂

南
山　
　
　

齊
藤
眞
一
郎

大
山
口　
　

上
坂　

千
昭

冨
士　
　
　

福
加
あ
け
み

冨
士　
　
　

福
加　

将
之

冨
士　
　
　

染
谷　

英
人

神
々
廻　
　

斎
藤
と
み
子

冨
士　
　
　

小
澤
喜
美
子

七
次
台　
　

松
井　

寛
紅

清
水
口　
　

柴
垣　

正
徳

根　
　
　
　

印
南　

満
子

桜
台　
　
　

米
井　

詩
織

池
の
上　
　

関
根　

千
浪

池
の
上　
　

蝦
名　

幸
子

堀
込　
　
　

名
越
た
て
み

冨
士　
　
　

望
月　

玲
子

堀
込　

　
　

川
崎　

薫

冨
士　
　
　

村
上
し
ず
子

館山にある戦闘機用えんたい壕（ゼロ戦格納庫）を見学

　「憲法9条を守り、生かし、戦争のない世
界をつくろう」という一点で結集し、学習
会、講演会、映画会、見学バスツアーなど
楽しい企画をやっています。 
　戦後65年間、日本は一人も戦死者を出さ
ず、戦争で人を殺すこともありませんでし
た。それは戦争を放棄した憲法9条があっ
たからです。いま憲法9条は世界の宝とい
われています。一緒に憲法について学びま
しょう。
　世界中で紛争が絶えませんが、世界が今
注目し始めているのが、日本の憲法9条で
す。「国際紛争の解決は武力によらず、話
し合いで」この考え方を、今、日本で、世
界で広め、生かしましょう。
　戦争のない世界のために
　一人ひとりが、平和に生きられる未来の
ために
問　伊藤利弘☎（491）8606


